
一　般　発　表

水稲登熟の気象反応性について

菅　原　　倒・舟山　謙三郎
（東　北農　試）

1　ま　え　が　き

水稲に限らず，生育と気象との関係を明らかにする

ことは，予測に的確な視点を与えるだけでなく，栽培

上，改善の手がかりを提供することは言うまでもない。

そこで比較的長く継続した作況試験の成績をもとに，

水稲生育の気象反応について検討した。前報では籾数

の成立までについて述べたが，ここでは豊熟性につい

て．その概要を報告する。

2　検言寸に用いた資料

この解析には昭和50～45年までの16年間の作

況試験成績を用いたが，この試験の大要は次のとおり

である。なお，実施場所は盛岡試験地である。

品種：陸羽152号，育代様式：保温折衷苗代，播種

：4月20日，移植：6月1日，栽植密度：1株5本

植　22・7珠／扉，別巴皇：N（基肥ト4・40鞄，N（追

肥）ご1・75Eク，ア205－5．90Ⅹク．K20－5．40Kク．

以上成分／108，堆肥－1，125Kク。

る　結果

1豊熟日数の決定

成熟期の判定はきわめて困難であるが，通常豊熟の

進展がほとんど認められなくなる状態を一応成熟期と

するならば，出穂期から成熟期までの所要日数は，出

穂期後20日間の日照の程度によって決定ずけられる。

すなわち，この期間日照時数が4．5～5．Ohr／日以上

からほぼ一定の日数（50日）となり．これより日照

が少なくなるに従い日数は多く要している。この関係

からみて，豊熟期間前半の日照時数が登熟日数を決定

ずける有力な要因であるとみることができる。

2豊熟形質の相互関係

収量は．巨視的には概数の多少と関係するが，この

関係は全体からみるとそれほど密接なものではない。

収量は籾数×千籾当り収量で表わされるが，千粗当り

収最は．稔実歩合．支米粒数歩合，玄米千粒重の相乗

穀で豊熟の良否を示す稔合的形質である。この千籾当

り収量の構成に対する形質の相互関係をみると．まず，

稔実歩合×玄米粒数歩合で示される登熱歩合は，玄米

粒数歩合が強く関与し．また，豊熟歩合×玄米千粒重

で表わされる千籾当り収畳は，玄米千粒重よりも豊熟
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歩合との相関の高いことが得られた。この関係から，

豊熟の良否を決定する支配的形質は玄米粒数歩合であ

るとみることができる。

5　玄米粒数歩合の成立条件

豊熟の程度を決定ずける最も重要な形質である玄米

粒数歩合（ここに言う玄米とは縦日輪1．7mmで区分さ

れたもの）は，豊熟期間の各気象値の積算値とは関係

が弱く，このことからの判断は困難である。
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第1図　出穂期後1‘日間の最低気温と玄米拉致歩
合との関係

玄米粒数歩合は．第1図に示すように95％以上を

正常とするならば，これらの出現は例外なく出穂期後

8日間の最低気温が1鼠5～1R5℃以上の場合となっ

ている。そして，この温度から低くなるに従って玄米

粒数歩合も低下していく。しかし，出穂期後9～1°

日の期間では1父5－1R5℃以下でも玄米粒数歩合95

％以上のものが発現しているところからその作用は米

粒の発育段階によって異なるものと思われ，この形質

の成立には米粒の発育初期がきわめて重要で，とくに

最低気温が大きく関与するものと思われる。しかし，

玄米粒数歩合の成立は複雑でこのことのみでは律しき

れない。出穂期後8日間の最低気温が1R5℃以上で

も大幅な低下の事例があるが．これは豊熟期間のほぼ

中期に強度の不良気象に遭遇している場合であり，こ



42　　　　　　　　　　　　東北農業研究　第14号　（1975）

の事例からは日照不足よりも気温．とくに最低気温の

低下のほうが障害が大きいようにみられる。最低気温

の低下による障害は出穂期後50日以降の場合に大き

く作用し，また，日照不足の場合は．，出穂期後50日

までの前半の期間が障書を大きくするもののようであ

る。

4　玄米千粒重の成立条件
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弟2図　出札期前14日より起算した各時期まで
の日照時数の栢算値と玄米千粒重との相
関係数

第2回は，出穂期前14日より5日ごとに，それぞ

れの時期までの日照時数の墳算値と玄米千粒垂との相

関係数を示したものである。これによれば．出穂期前

10～15日ころから出穂期後10日の期間が相関の

高いことが認められる。気温についても．ほぼ同様の

傾向を示し，この時期が玄米千粒重を決定ずける重要

時期と判断される。この図によれば．出穂期前14～

5日までの積算値と，再び出穂期後10日までの積算

値との問に相関係数のピークのあることがみられるが，

これを，さらに検討すると．出穂期前多照（出穂期前

15日間d・Obr／日以上）のものは，出穂期後1日～

10Elまでの日照の多少に関係せず重く，しかもほぼ

一定値を示す。これに対し．出穂期前に日照の少ない

ものは，出穂期後に日照が多くなるに伴い玄米千粒重

もしだいに重くなるが，出穂期前に多照のものよりは

重くなり得ない。そしてd．Obr／日で，その増加は頭

打ちとなり出穂期前多照のものに対し，最大値で約1

タの差が生ずる。このことからして，玄米千粒重を規

制する時期は出穂期前であると解される。しかし，こ

の出穂期前14日～出穂期後10日の間に5日以上平

均して18．0℃以下の最低気温が出現すると多照であっ

ても玄米千粒重は軽くなることが認められる。このこ

とは玄米千粒重が籾穀の発育の程度に規制されている

ことを意味するものと考えられる。

5　稔実歩合の成立条件

ここに述べる不稔は，空洞のものはもちろん，籾沼

のさいに米粒を粒鼓から剥脱し得ないもの，または軽

い尻で容易に飛散するような比も不稔として取り扱っ

た場合のものである。稔実歩合95％以上を一応正常

とした場合，これは幼穂形成始期後7日～出穂期まで

の最低気温が190℃以上で出現しており，1父0℃以

下からはしだいに低下する傾向を示す。しかし，一面

では玄米粒数歩合の低下年と稔実歩合の低下が同調す

る事例の多いことから，玄米粒数歩合の成立と・の関連

も重要であることがうかがわれた。

‘　出穂期前の生育と登熱性との関係
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第5図†オ当り全快数と千籾当り収量との関係

第5回は†㌔当り全籾数と千籾当り収量との関係をみ

たものである。全体としての相関々係はそれほど密接

なものではないが，この関係を前報で報告した分けつ

型別にみると．分けつ型によって級数と千籾当り収量

との関係が明らかに分離し，しかもその分けつ型別の

相閑々係もきわめて高くなることが知られる。この図

によれば，どの級数段階においても分けつ型Ⅰ型とm

皿型との間にほぼ2才の差異がみられる。このことは

出穂期前の生育の態様によって，豊熟能力．気象反応

性に差異がもたらされてきていることを意味するよう

に思われ，注目される。

4　お　わ　　り　　に

この解析から．前歴（分けつ型）の相異による登熱

性について，いくつかの特徴が指摘され，むしろこの

ことが重要と思われたがこの点言及が不十分となった。

しかし，第5回に集約されている事象は，水稲豊熟の

性貿が単に出穂期以降の気象の対応関係のみでなく，
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前歴を考慮する必要のあることを示唆するものである。

すなわち，同じ籾数であってもその成立経過によって

は豊熟上同一視できない性質を有していることを意味

する。しかし．これはある耕踵条件の下における1品

種のみの結果で，一試論の域を出るものではないとも

思われる。これが一般的性質であるか否かについては，

地域，品種，栽培法などから，なお広汎な検討が加え

られなければならない。また，仮に水稲がこのような

性質を有するものとしても，品種，栽培条件によって

は，それぞれの形質の成立に対する気象的適正値，ま

た限界値等は厳密には異なるであろうことが考えられ

るので，実際には現今の栽培に即応した気象的対応値

を早急に兄いだす必要があると考えられる。

5　摘　　　　　　要

118年間継続した作況試験成桁から，水稲豊熟

の気象反応性について検討した。

2　発熱日数を決定する有力な要田は，出穂期後20

日間の日照時数である。

5　豊熟形質の中で，登熟の支配的形質は玄米粒数

歩合である。

4．玄米粒数歩合は出穂期直後（8日間）の気象に

よって決定ずけられ，その形質成立の上からは急所的

な重要時期であり，ここでは最低気温が大きく関係す

る。

5　玄米千粒重は，出穂期前14日～出穂期後10

日の期間の気象との関係で決められるが，出穂期以降

はその関係度は小さい。

‘　稔実歩合は．幼穂伸長盛期における最低気温と

の関係が重要であるが，玄米粒数歩合と関連する場合

も多い。

7　水稲の登熟は，出穂期前の生育（前歴）によっ

て反応性に差異が生じ，単に豊熟期間の気象の対応の

みでは律しきれない性質を有する。

水稲の登熟積算温度と青米歩合との関係

松　島　正・村上　利男
（東　北農∴試）

1　ま　え　が　き

従来水稲の刈取期の決定は出穂後日数で行なわれて

いるが．同日数が低温気象あるいは多肥条件下で増大

することは広く知られている。日数の代りに出穂以降

の日平均気温括算億を用いた場合にもその程度は少な

くなるが，同様に低温下で同債算値の増大がみられて

いる。近年，米粒の品質が大きく取り上げられている

がとくに寒冷地においては品質に及ぼす青米の影響は

きわめて大きく，この青米歩合は豊熟期の気象条件に

強く規制される。豊熟期間の気温の高低各条件を通じ

て，統一的に成立する豊熟期の気温と青米歩合との関

係を，稲体繁茂条件と関連させて明らかにするため，

1970年に次の方法によって試験を行なった。

2　試　験　方　法

供試品種レイメイ：処理区の構成は次のとおりであ

る。（11作期：5月7日栂のA区以下各7日間隔でB

区，C区，D…・J区の10作期として異なる豊熟期

気象条件を設定した。（2）栽植密度：A区～D区が当

り22．7珠．E区275株．F区51，8株，0区55．4株．

H区40．9枚，Ⅰ区45．5珠．J区50．0珠。（31が

施肥皇（基肥＋幼穂期追肥EP／108）各作期ごとに次

の5段階とした：（0）区，（4＋0）区，（4＋4）

区，（8＋0）区．（8＋4）区．（4）刈取時期：以

上の50処理区について出穂期翌日から50．5　7．

44，51，58日日の5回。（5）乾操・貯蔵：通風

の良い日陰架乾燥，籾水分15％に達した時脱穀，冷

暗所に密封したものを調査に供した。

5　　試　験　結　果

各作期ごとに†げ当り頴花数が低水準（1．7～2．5万）

のもの，中水準（2．5～5．2万）および高水準（5．5

～4万）のものをそれぞれ選び調査の対象とした．試

料は粒厚1．7mm以上の精玄米を良米（白色），括青米，

青未熟米に分け．活育米と青未熟米を育米とした。な

お，調査は1区500粒を任意に採った5回反復の平均

値を用いたが．H，Ⅰ，Jの冬作期区は，それぞれの

頴花数高水準区の豊熟が不良で，刈取期58日目の育

米歩合が15％以上を示したので考察から省いた。

1　青米歩合と米穀検査との関係

段鮪い縦目1．7m以上の括玄米を良米（平均千粒重

22．58才），活青米（同20．05才）．青未熟米（同

10．89才）に選別し．これらを組み合わせた試料55




